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coproduction が含まれており、本論ではこの Partnership に関わる属性により、「協働」
及び「共同」概念の使い分けを行った。  
 協働という概念が内包する Partnership、 collaboration、 coproduction という 3 つの








また、第 1 章では日本 NPO センターに派遣された行政職員に対する半構造化インタビ
ュー調査と質問紙による意識調査の分析結果を示した。日本 NPO センターに研修生とし

































 第 4 章では、消滅可能性都市としての東京都豊島区における政策形成過程の事例分析を
行った。  





















































組み、男女共同参画の視点に基づく政策形成の分析というものが重要な要素となる。   
男女共同参画に関する条例や各種政策は、いずれの自治体も形式としては以前から
兼ね備えているものである。それらを実質的に機能させるためには、女性が男女共同
参画や子育て・介護等の限定された枠組みを超えたところでの参画を重ねていくこと
が重要である。  
 従来までの協働や住民参加の枠組みからは排除されていた女性の参画が多くの自治体
で進むか否かは、人口減少問題を考察する上での一つの視座になるものである。  
  
